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アカハネオンブバッタとオンブバッタの生息状況（1）

－芦屋市・西宮市・宝塚市南西部について－

神吉 正雄 1)

1) Masao KAMIYOSHI　兵庫県宝塚市

はじめに
近年，外来種や温暖化に伴う北上種の昆虫類が阪神

間でも見られることが多くなった．筆者は，武庫川以西
の西宮市，芦屋市，宝塚市南西部の昆虫調査を継続的に
行っている．これらの地域で現在見られる外来種のうち
アカハネオンブバッタ Atractomorpha sinensis について
は，在来種で極似するオンブバッタ Atractomorpha lata

との競合関係が生じていることも考えられる．両種の関
係を明らかにするためには，まず両種の詳細な生息状況
を確認することが必要である．さらに両種の生態的特性
と両種間に生じている関係を明らかにする必要がある．

調査は両種の新成虫が見られる秋季に焦点を当て，
2018 年 9 月 21 日から 11 月 30 日まで行った．調査範
囲は芦屋市，西宮市の全域と宝塚市南西部とした．この
地域はほぼ武庫川より西に広がる地域で，山地から海岸
埋立地まで，地形環境的には変化に富む場所である．

調査方法は両種の主たる生息地である背の低い草地
でのスウィーピングと目視での採集による．また，交尾
中の雌雄についてはそのペアごとにケースに入れ研究用
に保管した．採集したすべての個体は展翅し，個体比較
できるように標本化した．

採集場所については，両種が極めて狭小な草地でも
生息しているため，田・畑，林縁，公園，草原，宅地用
地，河川の堤防，海岸線，学校園グラウンド，企業用地，
庭園，マンションの緑地，鉄道敷地周辺等の草地を徒歩
とバイクでくまなく回り採集をした．

調査地域が広いため，大阪昆虫同好会，西宮自然保
護協会，西宮オサムシグループの協力を得て情報収集を
行った．ただし，得た情報の場所は必ず筆者が環境と生
息状況を実地検証し確認した．

調査対象地域以外では，関西で最初にアカハネオン
ブバッタが確認された大阪市南港～舞洲，さらに神戸市
六甲アイランド，内陸部では篠山市，奈良市でサンプル
採集を行った．これらのサンプルと調査対象 3 市の個
体との比較を行った．

今回の調査で生息が確認できた場所は 173 ヶ所，確
認頭数は 638 頭であった．そのうちオンブバッタがオ

ス 149 頭，メス 154 頭の計 303 頭，アカハネオンブバッ
タがオス 180 頭，メス 155 頭の計 335 頭であった（表 1）．

アカハナオンブバッタとオンブバッタの同定につい
ては，後翅が赤色か否か，後翅が大きいか否か，複眼と
触覚の長さが複眼の長径より短いか否か，胸部と頭部が
著しく長いか否か，前胸側部後縁の窓状の半透明部の存
在が有るか無いかの 5 点で行った．しかし，実際には，
分類が難しい個体もあり，同定基準の総合的な判断を必
要とした（図 1）．
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図 1　A，アカハネオンブバッタ♀（西宮市目神山町）；B，オンブバッ
タ♀（西宮市久保町）；C，アカハネオンブバッタ♂（西宮市津門住江町）；
D，オンブバッタ♂（宝塚市美幸町）；E，アカハネオンブバッタ（大阪
市舞洲）；F，オンブバッタ（西宮市枝川町）．
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研究は両種の詳細な生息地の確認を行い，次に生息
地と自然・人文環境との関係，両種の生態と競合関係に
ついて研究を深めた．内容が多岐にわたり長文になるた
め，今回は，両種の生息地の調査とその環境との関係を
報告する．

1. 調査地域の生息環境
調査地域の芦屋市，西宮市，宝塚市南西部における

生息環境を概観しておく（図 2）．3 市は六甲山地の東
端にあたり，山地の南面は五助橋断層，芦屋断層，甲陽
断層，伊丹断層が南西から北東に向かいほぼ平行に走る．
このため最高位の六甲山地帯から，奥池を含む高位段丘
面，甲山・北山低山塊を含む丘陵地，上ヶ原台地，武庫
川・仁川・夙川・芦屋川・逆瀬川により形成された沖積
平野へと，階段状の変化に富む地形となっている．さら
に，海岸線には埋立地を造成している．

六甲山地の北側は，急崖で六甲断層（有馬・高槻構
造線）まで下り，さらにその北に大多田川・名塩川で解
析された低山塊が見られ，西には船坂川・有馬川流域の
沖積平野があり里山的環境が残存する．

両種の生息場所となる短い背丈の草地的環境は，主
に丘陵部・台地部・平野部に見られる．しかも丘陵・台
地部には畑・水田が少し残存しており，学校園や庭園を
持つ住宅も多く，生息に好適な環境地が多い．

平野部は大阪大都市圏のベッドタウンとして，高密
度の住宅地となっており，草地は公園，学校園，企業の
敷地，社寺，住宅用空地，屋敷の庭園，河川周辺などに
ある小規模な草地として点在している程度である（写真
1，2，3，4）．

埋め立て地は，場所により環境が異なり，芦屋浜 *1

は近年住宅地として開発されたため，広い公園や散策用
の草地などが設けられている．西宮浜 *2 は住宅地と企
業用地に主に活用されており，西部にはかなり広い草地
やグラウンド，未開発の草地がある．甲子園浜は大部分
が浄化センター等の公共施設地になっているが，地表面
は広い公園風の草地になっている場所もある（写真 5）．
鳴尾浜は大部分が工場ないし企業や公的施設になってい
るが一部公園がある．

六甲山地の北側の船坂，山口には旧村落部とかなり
広い農業地が残り，丘陵地には新興住宅地，工業団地に
なっている．里山環境的な昆虫にとっては良い環境がま
だ多く残っている（写真 6，7，8）．名塩，生瀬は，河
川の解析谷を通る旧街道沿いの村落を中心に開けた場所
であるが，近年河川両岸の斜面地に新興住宅地が広く開
けているが平坦な草地は少ない．

*1: 南芦屋地区（陸地と離れた埋立地区）は 1975 年埋立工事

着手，一時中断，1997 年竣工，1998 年住宅入居，2004 年公

園等整備

*2: 西宮浜地区は 1971 年埋立工事開始，1989 年埋立工事完工，

1998 年街びらき

2. アカハネオンブバッタの生息地
アカハネオンブバッタの生息地について概観してお

く（図 3）．外来種のアカハネオンブバッタは，山崎ら
（2016）によると 2008 年より以前にすでに大阪に新入
していた可能性が強いと記している．筆者らの採集記録
から見ても，内陸部の奈良市山稜町や高知県安芸郡東洋
町で確認しており，侵入時期は少なくとも当初見られて
いた 2012 年頃よりはかなり以前から国内に新入したも
のと考えている．確かにアカハネオンブバッタは，オン
ブバッタよりは後翅が大きくやや飛翔力が高いとみられ
る．それでもメスの体型からして，内陸部への分布拡大
はかなりの時間を要したと考える．

今回，六甲山地南部の調査に重点を置き，北側の調
査はオンブバッタ類の生息の多い環境ポイントを選び，
モデル的に調査し，六甲山地を越えて生息地の拡大がさ
れているかを確認することにした．

アカハネオンブバッタの生息地を見ると，大阪湾埋
立地付近から大阪湾岸沿いに広がり，芦屋市・西宮市の
臨海部から埋立地が密度高い生息地になったと考えられ
る．さらに，埋立地・臨海部から平野部・台地部へと拡
大している．北上する場合，特に武庫川河川敷沿いに広
がったとみられ，宝塚まで連続的に生息が確認できた．

図 2　調査地域概略図．
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これは，武庫川の自然堤防の草地が分布拡大の役割を果
たしているようである．西宮市の夙川や芦屋市の芦屋川
には堤防内外に草地が少なく，場所によればセメントの
３面張りの場所もあるので，分布北上に特別の好条件と
はなっていないようである．

平野部のアカハネオンブバッタの生息地の特色の一
つに，西宮市の平野部に比較し，芦屋市への拡大が弱い
ようである．これは住宅地などの環境面もあるが，例え
ば芦屋市西部にある前田公園では，池や草地がある自然
豊かな場所であるがオンブバッタのみの生息であった．
やはり内陸部では東から西に向かい生息密度が低くなる
傾向があるようだ．

山地に近くなると生息数は減少する傾向は明白であ
るが，山麓部の住宅開発地にまでアカハネオンブバッタ
が生息していた．芦屋市では上位段丘面に当たる奥池

（501 ｍ）で生息が確認でき，西宮市では六甲山地北側
山腹の船坂上ケ平（401 ｍ）でも確認でき，さらに北
の山口町金仙寺湖（296 ｍ），塩瀬町名塩赤坂（305 ｍ）
でも確認できたのは注目される．さらに北部の農村地帯
にまで拡大しつつあることが確認できた．

なお，宝塚市の丘陵・台地部は広いゴルフ場が連続
的に立地しており，今回の調査から外した．宝塚市街部
の武庫川左岸側は海岸線から遠く離れるが，武庫川の流
域になり，狭い平野や丘陵部にも分布拡大していた．

3. オンブバッタの生息地
在来種のオンブバッタの生息確認地を概観しておく

（図 4）．在来種のオンブバッタは，以前主に農耕地となっ
ていた平野部や，台地・丘陵部の草地に広く生息してい
たと考えられる．また六甲山地北部の農村地帯にも生息
していたと考えられる．

オンブバッタは，メスの場合大きな体型に比し後翅
が小さいこと，実際の採集時の観察から，飛翔力は低い
と考えられる．ところが，主たる生息地は都市化が進み
農地や草地が消滅しており，いかに生き延びているかを
調査の視点の一つとした．

六甲山地の急斜面地の調査は，生息適地でないため，
芦屋市では標高の高い奥池地区と西宮では六甲山地北斜
面で農耕地を開いている標高の高い船坂上ヶ平の調査の
みを行った．

オンブバッタが現在生息している場所は，芦屋市か
ら西宮市一帯の海岸線，平野部，台地・丘陵部には現在
も広く生息し，宝塚市においても平野部から台地・丘陵
部にかけて生息していることが確認できた．

オンブバッタの平野・台地での広い分布は，都市化
で畑や広い草地などが急激に消失した中でも，住宅地や
企業・商業地に残存する狭い草地や公園の周辺部，学校
園の周辺部などで命を繋いでいたことが分かった．

一方，畑地や草地が多い，六甲山地北部では，意外

図 3　アカハネオンブバッタの確認場所（2018. 9. 21 ～ 11. 30）． 図 4　オンブバッタの確認場所（2018. 9. 21 ～ 11. 30）．
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に生息数が少なかった．この現象は農薬によるものか，
他種のバッタとの競合関係のためではないかと推測され
る．西宮市の山口の広い農地での観察ではコバネイナゴ
Oxya yezoensis の発生が多く，草地ではツマグロバッタ
Stethophyma magister 等のバッタ類が多く，本種が極め
て少ないことから，他種との棲み分け減少によることが
考えられる．

オンブバッタの生息が確認できなかった芦屋浜埋立
地（南芦屋）は，生息環境が阪神間では最も良い埋め立
て地である．しかも，造成されてから住民の入居まで
30 年程の間隔がある．この間草原と荒地状態であった
ため，バッタ類の侵入があれば，定着し繁殖を繰り返し
ていたと考えられる．

筆者が 2016 年から 18 年までの 3 年間の芦屋浜昆虫
調査時にも，アカハネオンブバッタを含み 11 種のバッ
タ類を確認している．しかし，オンブバッタは確認がで
きなかった．西宮市の甲子園浜埋立地でも同じくオンブ
バッタが確認できなかった．西宮浜，鳴尾浜では確認で
きたが極めて少なかった．

このことは，飛翔力の弱いオンブバッタは陸地部で
は在来種として以前から生息していたが，橋梁のみで接
続する芦屋浜，甲子園浜，西宮浜では狭い海峡部であっ
ても分布拡大の障害となっていると考えられる．

4. まとめ
外来種のアカハネオンブバッタが大阪市に侵入し，

その分布範囲を兵庫県へも拡大している．そこで武庫川
以西の芦屋市，西宮市，宝塚市南西部について，在来種
のオンブバッタと合わせ，その実態を把握するために
調査を進めた．その結果，在来種が 3 市の丘陵，台地，
平野部に広く生息していることが確認できた．しかし，
都市化が著しい平野部でのオンブバッタはわずかに残さ
れた狭い草地での生息であった．また，新しく造成され
た湾岸埋立地へは，飛翔力の弱いこともあり，分布拡大
がほとんど成されていないことが判明した．

一方，アカハネオンブバッタは，湾岸埋立地では大
阪湾岸部と断続的であるが連続することもあり，飛翔力
もあるために，密度高く生息していることが確認できた．

内陸部への進出も，西宮市，宝塚市南西部の平野部
をはじめ台地部，丘陵部などにも広く進出していた．さ
らに，六甲山地を越えての分布拡大もしつつあることが
確認できた．ただ．西方の芦屋市の平野部では密度が低
くなっている．

台地から丘陵へ高度が上がると進出度が低くなって
いることは明らかであった．ただ，六甲山地の標高の高
い芦屋市奥池や西宮市船坂上ケ平への生息地を拡大させ
ていることは驚きであった．

ここまでアカハネオンブバッタとオンブバッタのそ
れぞれの生息地と生息環境の面から分析してきた．両種
の生態的特性を見るためには，種間の相互関係への言及
と，2 種類の色彩タイプによる生態上の実態等について
報告が必要である．紙面の関係上これらについては，（2）
で報告したい．
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写真 1　西宮市臨海部，御前浜の砲台付近の草地． 写真 2　宝塚市の宅地内空き地．

写真 3　芦屋市の新興住宅地の公園． 写真 4　西宮市，JR 線土盛り沿いの草地．

写真 5　西宮市甲子園浜埋立地，公営施設内の草地． 写真 6　西宮市，北部山間地に残る水田地帯．

写真 7　西宮市船坂上ヶ平の農地．アカハネオンブバッタ（雌雄）． 写真 8　西宮市船坂上ヶ平の農地．コバネイナゴのオンブ（雌雄）．
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表 1　西宮市，芦屋市，宝塚市南西部におけるオンブバッタとアカハネオンブバッタの確認記録（2018. 9. 21 ～ 11. 30）．

＜西宮市＞

確認日
2018 年

確認場所
アカハネオンブ
バッタ

オンブバッタ 合計 備考

♂ ♀ 小計 ♂ ♀ 小計

9月 21 日
仁川町 6-7　震災公園向 2 2 2
仁川町 6-14　ピクセン入口駐車場 1 2 3 3

9 月 22 日
甲陽園目神山町　神呪寺下の畑 1 1 2 2
鷲林寺町 2-1 5 3 8 8
仁川町 6-14　ピクセン入口駐車場 2 1 3 3

9 月 24 日 仁川町 6-7　震災公園向 3 1 4 4
9 月 26 日 西波止町 6-33 3 2 5 6 3 9 14 石川延寛確認

10 月 1日

鳴尾浜 1，鳴尾浜臨海公園 4 4 1 1 2 6
高須町 2 5 5 5
枝川町，浜甲子園運動公園前 3 3 6 1 1 7
枝川町，甲子園浜公園　奄美の森 4 4 1 1 2 6
甲子園 2，今津浜スポーツセンター 5 5 5
西宮浜 4-9 1 1 1
西宮浜 3，サッカーグラウンド 1 1 1 1 2

9 月 27 日 甲山町，仁川震災公園 1 1 1
10 月 3日 上ヶ原 2-3　上ヶ原小学校 1 1 2 10 程 2 木下翔太郎確認

10 月 4日 上ヶ原 2-4　上ヶ原小学校 10 3 13 多数 13 木下翔太郎確認

10 月 5日 仁川町 6-14　ピクセン入口駐車場 1 1 1

10 月 6日

仁川五ケ山町 2 3 4 7 7
上ヶ原十番町 2-41 1 1 2 1 1 3
新甲陽町 3 1 1 2 2
奥畑町，満地谷墓地入口 3 1 4 1 2 3 7
柳本町 3-37，中央グランド 1 3 4 4
大社町 9，広田神社 2 1 3 3 3 6

10 月 7日
段上町 7-15，段上公園 2 6 8 8
門前町 8 1 1 2 2

10 月 8日
屋敷町 12　森具公園 1 1 1 1 2
南郷町 14　小公園 2 2 4 4

10 月 9日 段上町 4　段上墓地 1 1 1

10 月 11 日
高畑町 2　高畑公園 3 1 4 1 2 3 7
小曽根町 3　空き地 2 5 7 7
甲子園口 1丁目　武庫川右岸堤防 5 5 2 2 7

10 月 13 日

甲山町　上ヶ原浄水場北 4 4 4
上ヶ原山手町 4　 1 1 1
上ヶ原山田町 3 1 1 1
上ヶ原一番町 1 1 1 1

10 月 14 日
甲陽園目神山町　神呪寺下の畑 2 2 1 1 3 石川佳史

大畑良也確認

仁川 6丁目　仁川広河原 3 1 4 4 石川佳史
大畑良也確認

10 月 15 日

上甲東園 1丁目 36
クスノキ通り東端 3 2 5 5
大浜町　堀切川河口左岸 1 1 2 2 4 5
川添町 6　川添公園 1 1 3 3 4
西田町 6　西田公園 1 1 1

10 月 18 日

高木西町 28 2 1 3 1 1 4
高木西町 21　高木西公園 1 2 3 4
大森町 7　大森公園 1 1 2 2
松山町 4　阪急と名神の間 2 2 4 4
甲子園口北町 5　松並公園 1 1 1
森下町 7　芦の湯付近 1 1 1 1 2
高座町 14　新池・市西高間 5 2 7 7
上甲東園 3丁目 5　県西高西 1 1 1

10 月 19 日
樋之池町 4　樋之池公園 1 1 2 2
高塚町 8　高塚公園東の駐車場 1 1 1

10 月 20 日 甲山町　甲山森林公園 1 1 1 石川佳史確認

10 月 21 日
鷲林寺町 7　墓の西のテニスコート 1 3 4 4
鷲林寺南町 23 － 15 1 2 1 1 2
鷲林寺南町 2－ 35 2 2 4 4

10 月 21 日
柏堂西町 15 1 1 1
苦楽園二番町 8－ 22 2 2 2

10 月 23 日 仁川町 6　甲山自然の家 1 1 1 石川佳史確認

10 月 24 日

段上町 7丁目　段上公園 2 2 3 1 4 6
小松東町 1丁目 3　小公園 2 1 3 3
上田東町　上田墓地 1 1 2 2
鳴尾浜3丁目20　埋立西岸，湾岸南 1 5 6 6
甲子園九番町 11　九番町北公園 4 3 7 7
甲子園浜二番町　浄化センター内 2 6 8 8
今津真砂町　灯台の東向 1 1 1
今津二葉町 5　二葉公園 1 1 1 1 2
両度町 2　両度公園 1 1 1

10 月 27 日

岡田山 1　聖和幼稚園西の畑 2 2 4 1 1 2 6
上ヶ原 4番町 1－ 22　畑 1 5 6 1 3 4 10
岡田山 3－ 17 1 1 1
河原町 2　中央運動公園内 2 1 3 2 2 5

10 月 27 日
久保町 9　交通公園 1 1 1
津門住江町　津門中央公園球場側 1 1 1 1 2
仁川町 6-14　ピクセン入口駐車場 1 1 2 2 3

10 月 28 日
神園町 4－ 1　神園公園東空地 1 1 1 1 2
鷲林寺南町 23　南口バス停前 1 1 2 2
越水社家郷山　交差点北東駐車場 1 1 1

10 月 30 日

段上町 3丁目 1　畑 1 1 4 3 7 8
段上町6丁目22　マンション敷地内 2 2 1 1 3
段上町 7丁目 4　段上小南空地 1 1 1
堤町 4　武庫川堤防外側 1 1 1
上大市 4丁目 15　小公園 4 8 12 12

10 月 31 日

日野町 7　日野公園 1 1 1 1 2 3
甲子園口 3丁目 8　御代開公園 1 1 1
甲子園口2丁目28　交差点北西公園 1 1 1 1 2
甲子園三番町 2　小公園 3 3 1 1 2 5
甲子園三番町11　北郷公園北駐車場 1 1 2 2
甲子園浦風町 30　浦風公園 3 3 3

11 月 1日 田近野　県住田近野団地バス停前 1 2 3 3
11 月 2日 甲子園九番町 5　 1 1 1 谷口雅子採集

11 月 3日 甲子園九番町 5　 1 2 3 3 谷口雅子採集

11 月 4日

甲子園町21　月見里公園，球場の南 2 2 2
高須町 2丁目 21　高須団地小曾根
線沿 3 2 5 4 6 10 15
甲子園浜 3丁目
甲子園浜海浜公園中央 1 1 1
神祇官町北　ＪＲ土手北斜面 1 1 1

11 月 5日
上ヶ原 4番町　聖和幼稚園西畑 1 1 2 2
西波止町 1　御前浜砲台付近　 5 2 7 7
仁川 6丁目　仁川広河原 1 1 1 能登康夫確認

11 月 7日
上ヶ原 4番町　聖和幼稚園西畑 1 1 2 2
神祇官町 5　トヨタ販売店周囲 1 1 1 3 4 5

11 月 8日
山口町船坂上ケ平 2 3 5 5
山口町金仙寺　ダム西周辺 1 1 2 2 2 4
山口町名来　有馬川堤防と畑 2 2 2

11 月 10 日 塩瀬町名塩東山台　中央公園付近 2 2 2

11 月 11 日

生瀬台 14 － 8　江口商店駐車場 3 2 5 5
生瀬町 2丁目 5　駐車場・空地 3 3 3
青葉台 1丁目 5－ 1
第 1公園武庫川左岸 3 3 3

11 月 14 日 一里山町　仁川・武庫川合流点 3 2 5 5

11 月 15 日
塩瀬町名塩　赤坂峠北西奥 1 1 1 1 2
塩瀬町名塩　赤坂峠北西の中央部 1 1 3 3 6 7

11 月 17 日
仁川 6丁目　仁川広河原 2 2 4 4
甲陽園目神山町　神呪寺下の畑 2 5 7 7
仁川町 6-14　ピクセン入口駐車場 1 1 1

11 月 29 日 上ヶ原五番町 6 1 1 1
11 月 29 日 神祇官町 5　トヨタ販売店周囲 1 1 1

11 月 30 日

門戸西町 1－ 34　聖和幼稚園西の
畑の西 1 1 1
上甲東園５町目 7
上ヶ原小の南東の畑 1 2 3 3

合計 個体数 128 104 232 97 103 200 432
％ 53.7 46.3

＜芦屋市＞

確認日
2018 年

確認場所
アカハネオンブ
バッタ

オンブバッタ 合計 備考
♂ ♀ 小計 ♂ ♀ 小計

9月 23 日 陽光町　芦屋市総合公園 1 3 4 4
9 月 23 日 南浜町 6　親水中央公園西より 1 1 1
9 月 23 日 山手町 12　芦屋川河川敷 5 1 6 1 1 7
9 月 23 日 松ノ内町 3 業平桜道，芦屋川左岸

河川敷 1 1 1
9 月 23 日 岩園町 46　畑 1 1 2 2

10 月 2日

六麓荘町 3　六麓荘緑地 1 1 1
岩園町 39　山麓公園 1 2 3 3
朝日ヶ丘町 15　芦屋市霊園入り口 1 1 2 2
若葉町 1　芦屋中央公園 1 1 1
若葉町 6　臨海部団地 1 1 1 1 2 3
若葉町 4　浜風北公園 3 3 3

10 月 3日
剣谷　前山公園 3 1 4 4
奥山　水車谷バス停付近 4 4 4
奥池南町 55　奥池ハイランド北　 1 1 2 2

10 月 8日

岩園町 18-22　甲南公園 1 1 2 2
岩園町 7　岩園公園 5 2 7
東山町 12　東山公園 2 2 2
前田町　前田公園 2 2 2

10 月 16 日
松ノ内町業平桜道　阪急芦屋川駅下
の河川敷 1 1 1 1 2
伊勢町 12　市立図書館敷地内 3 4 7 7

10 月 19 日

高浜町1　臨港線と宮川の交差点南東 1 2 3 1 1 4
浜風町 31　環境センター敷地内 6 4 10 2 1 3 13
陽光町 13　湾岸道南 3 1 4 4
海洋町 5 1 1 1
南浜町 6　親水中央公園西より 1 1 2
涼風町 5　芦屋浜南の海岸部 2 2 4 4
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10 月 19 日
呉川町 19　臨港線沿北側 1 1 1 1 2
松浜町 1-26 1 1 1
翠ヶ丘 21-4 3 1 4 4

10 月 21 日 打出小槌町 10-7 1 1 2 2
10 月 22 日 奥池南町 40　ゴロゴロ橋の小公園 3 2 5 5

11 月 5日
浜風町 31　環境センター敷地内 1 3 4 4 5 9 13
海洋町 10 1 1 1
陽光町　芦屋市総合公園 2 1 3 3

合計 個体数 34 23 57 32 30 62 119
％ 47.9 52.1

＜宝塚市＞

確認日
2018 年

確認場所

アカハネオンブ
バッタ

オンブバッタ
合計 備考

♂ ♀ 小計 ♂ ♀ 小計緑系 緑系 緑系 緑系
9月 27 日 仁川高台 2-3　神吉宅 1 1 1
9 月 28 日 御殿山 1　大林寺南 2 2 2

川面 6-21　千吉神社 2 4 6 6
10 月 7日 御殿山 1　大林寺南 2 2 2

清荒神 2-9　清荒神参道横畑 4 4 2 2 6
南口 2-8　小逆瀬川河口弁天橋 1 1 1

10 月 15 日 仁川うぐいす台 1 2 2 1 1 3
10 月 26 日 中山　大林寺境内 1 1 1 1 2

清荒神 2-2　空き宅地 1 1 5 1 6 7
美座 2　ひょうたん池公園 1 1 2 2 3
美座 1　武庫川左岸堤防 2 2 1 1 2 4
末広町　末広中央公園東端 1 4 5 2 2 2 7
御所の前町 10　武庫川右岸堤防 1 1 2
美幸町 8 1 1 1 1 2
高司 4　高司ふれあい公園 1 1 2 2

11 月 1日 鹿塩 1-6 1 1 2 1 2 3 5
中野町 21　仲の第二公園 1 1 1
高司 2　道路際緑地帯 3 3 3
光明町 13-7　光明第 4公園 2 2 4 1 1 2 6

11 月 6日 すみれが丘 1-6　すみれが丘南公園 1 1 2 2
川面 5-19　小公園 1 1 1
川面 2-1　小空地 1 1 2 2
仁川団地入口 1 1 1

11 月 11 日 千草 4-17 4 4 4

合計 個体数 13 25 38 20 19 39 77
％ 49.4 50.6

＜その他＞

確認日
2018 年

確認場所

アカハネオンブ
バッタ

オンブバッタ
合計 備考

♂ ♀ 小計 ♂ ♀ 小計緑系 緑系 緑系 緑系
10月 25 日 兵庫県篠山市今田 1 1 1
11 月 1日 奈良市山陵町 1500　奈良大学内 1 1 1
10 月 27 日 大阪市南港 2 2 2 谷口雅子採集

11 月 16 日 大阪市舞洲野鳥観察公園 1 1 1

11 月 20 日
神戸市向洋町中 9　六甲アイランド 1 2 3 3
神戸市向洋町中 1六甲 IL
北部運動公園 1 1 1

9 月 23 日 高知県安芸郡東洋町野根 1 1 1 石川延寛確認

合計 個体数 5 3 8 2 2 10
％ 80.0 20.0


